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男女協働未来創造本部の取組状況について 
令和７年５月21日 

未来創造課・県民運動課 

 

 男女協働未来創造本部では、「若者・女性にも選ばれる地域づくり」を目指し、県民の働きづらさ・生き

づらさ等の解消を目指した草の根的な対話や各種研修機会の提供などを通じて、男女が協働して未来を創造

していく社会の実現に向けた施策を展開しています。 

 

１ 男女協働未来創造連携会議の初開催 ～全庁体制で挑む「若者・女性に魅力ある地域づくり」～ 

  令和７年４月に全国で初めて県庁組織に知事直轄の「男女協働未来創造本部」を設置し、全庁を挙げて

誰もが働きやすく暮らしやすい社会を実現していくため、部局横断で意見交換等を行いました。 

（１）開催日 令和７年４月23日（水） 

（２）場 所 県庁 特別会議室 

（３）内 容 

 第１部 男女共同参画行政推進会議 

（ア）男女共同参画に関する施策の更なる推進について 

    ・アンコンシャス・バイアス解消に向けた県民運動 

    ・みんなで話彩や（はなさいや） 

～話彩や女性の未来おしゃべり広聴事業～ 

（イ）「鳥取県性に関わりなく誰もが共同参画できる社会づくり計画」４年目評価 

第２部 若者・女性に魅力ある地域づくりプロジェクトチーム会議 

  ・全庁体制で「若者・女性にも選ばれる、働きやすく暮らしやすい地域づくり」に取り組むこと

を確認し、構成部局の取組や部局間連携の提案について意見交換を行った。 

 
２ みんなで話彩や（はなさいや）チーム結成式 

  「若者・女性にも選ばれる地域づくり」に向けて、自治会や町内会、子育てサークルなどの集まりの場

で、固定的性別役割分担意識や性別に関するアンコンシャス・バイアス等による影響・課題、その解決策

などについてざっくばらんに意見交換し、若者目線で施策提言に繋げていく「みんなで話彩や（はなさい

や）チーム」を結成することとし、初会合として第１回作戦会議を行います。 

（１）日 時 令和７年５月22日（木）午後３時～ 

（２）場 所 エースパック未来中心 セミナールーム８（倉吉市駄経寺町） 

（３）内 容 （ア）チーム結成式（チームメンバー任命証授与） 

      （イ）オリエンテーション・「話彩やトーク作戦会議」 

（４）チームメンバー（結成式時点） 

学生、社会人、県職員 ※今後随時メンバーを追加していく予定。 

（５）今後の展開 

   年度を通じて地域や企業など県内各地に出向いて多様な属性の県民同士での意見交換の輪に入り、若

者や女性にとって働きやすく暮らしやすい環境づくりについて語り合いながら、課題やその対応策など

について議論・検討し、県などに対して横展開に繋がる施策提案を行うとともに、メンバー自らがイン

フルエンサーとなって、性別に関するアンコンシャス・バイアス解消に向けた発信・波及展開を図る。

（※各次の意見交換機会にはチームメンバーのうち数人程度が参画する予定） 

 

 ※「話彩や（はなさいや）女性の未来おしゃべり広聴事業」 

男女問わず県民一人一人の多様な生き方や働き方、価値観や考え方などが尊重される社会を目指し

て、特に「女性が働きやすく暮らしやすい鳥取県」としていくため、「働きづらさ」や「生きづらさ」

等の要因とされる固定的な役割分担意識や、性別に関するアンコンシャス・バイアスなどへの気づきを

促し、課題や障壁を取り払っていく県民運動を展開していくため、広く県民の皆さんと意見交換する取

組。 
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３ 国の「地域働き方・職場改革等推進会議」との連携 

 「地方創生2.0の基本的な考え方」を踏まえて、若者や女性にも選ばれる地方として、人材希少社会に

おいて人財が尊重され、楽しく働き楽しく暮らせる地域を実現するため、全国の自治体が取り組む地域密

着型の働き方・職場改革等の推進策に対して伴走支援・サポートすることを目的に、国において「地域働

き方・職場改革等推進会議」（議長：青木一彦内閣官房副長官）が設立され、都道府県を代表して平井知事

が構成メンバーとして委嘱されました。 

 ＜第１回「地域働き方・職場改革等推進会議」の概要＞ 

（１）開催日 令和７年４月25日（金） 

（２）場 所 総理大臣官邸（東京都千代田区） 

（３）内 容 

 ・取組に参画する本県を含めた全国68自治体（24県及び44市町村）に対して支援策を講じる。 

 ・各自治体が独自に働き方・職場改革の推進を図るとともに、国が有識者を派遣して伴走支援する。 

 ・全国を３ブロックに分け、各取組の好事例や悩みを共有するプラットフォームとする。 

 ・先行自治体事例を元に今後全国展開を図っていくことを確認。 

（４）当県としての今後の対応 

同推進会議から有識者派遣や各種ツール（職場改革のための分析ツールや従業員アンケートひな型、

研修素材や標準手順例など）の提供を受け、県内において主に企業現場における働き方改革、職場環境

改善の取組を後押ししていく。 

 
４ 企業経営者向けトップセミナー 

  職業生活における女性活躍の推進に向けて、働く男性・女性がともに仕事と家事・育児・介護等を両立

できる社会としていくため、経済団体等と連携し、特に男性従業員の育児休業取得促進を図ることを目的

とした企業経営者向けセミナーを開催しました。 

（１）開催日 令和７年５月19日（月） 

（２）場 所 ホテルニューオータニ鳥取 鳳凰の間（鳥取市今町） 

（３）講 師 塚越 学（つかごし まなぶ）氏（株式会社日本ギャップ解決研究所所長） 

（４）題 目 「男性育休を経営戦略に ～人的資本経営時代を切り拓く職場づくりとチーム戦略～」 

（５）参加者 県内企業経営者等 61名（5/16申込時点） 

 


